
『
全
一
』
を
哲
学
と
し
た

フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
高
弟
。

ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
フ
ラ
ン
ク
・ロ

イ
ド
・
ラ
イ
ト
の

高
弟
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
遠
藤
新
は
、
東
京
・東
久
留

米
の
自
由
学
園
の
校
舎
群

(
1
9
2
9
1
)
や
甲
子
園
ホ

テ
ル

(
1
9
3
0
)
な
ど
を
設
計
し
た
建
築
家
で
、
福
島
県

宇
多
郡
福
田
村
(
現
在
の
相
馬
郡
新
地
町
福
田
)
出
身
。
明

治
辺
年

(
1
8
8
9
)
6
月

4
日
に
生
ま
れ
、
相
馬
中
学

校
、
第
二
高
等
学
校
を
経
て
大
正

3
年

(
1
9
1
4
)
に
東

京
帝
国
大
学
工
科
大
学
建
築
学
科
を
卒
業
し
た
。

大
正

4
年

(
1
9
1
5
)
1
月
の
読
売
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
、
東
京
駅
(
設
計
者
は
建
築
界
の
大
御
所
、
辰
野
金

吾
)
に
つ
い
て
の
遠
藤
の
論
評
「
東
京
停
車
場
と
感
想
」

に
、
「
全
一
な
る
対
象
と
し
て
建
築
を
考
え
る
」
と
い
う
く

だ
り
が
あ
る
。
こ
の
「
全

一
」
(
完
全
に
統
一
し
て
い
る
こ

と
一
「
広
辞
苑
』
)
は
、
遠
藤
が
生
涯
を
通
し
て
貫
い
た
建
築

哲
学
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ク
・
ロ

イ
ド
・
ラ
イ
ト
と
遠
藤
新
の
二
人
の
名
前
に
よ
る
「
自
由

学
園
の
建
築
」
(
『婦
人
之
友
』
1
9
2
2
年
6
月
号
)
と
い

う
文
章
に
も
見
ら
れ
る
。「
い
ま
、
乙
女
達
の
校
内
に
群
れ

'
'
A
V・
』

て
、
花
の
木
を
飾
る
に
似
た
る
を
見
て
は
、
誠
に
欣
び
に

堪
え
ま
せ
ん
。
生
徒
は
い
か
に
も
、
校
舎
に
咲
い
た
花
に

も
見
え
ま
す
。
木
も
花
も
本
来

一
つ
。
そ
の
よ
う
に
校
舎

も
生
徒
も
ま
た
一
つ
に
。
」

ま
た
、
「
住
宅
小
品
十
五
種
」
(
『
婦
人
之
友
」

1
9
2
4

な

年
5
月
号
)
の
は
し
が
き
の
「
部
分
が
相
済
す
美
し
さ
、
そ

れ
が
ま
た
全
体
に
参
ず
る
美
し
さ
、
そ
し
て
更
に
全
体
が

部
分
に
及
ぶ
美
し
き
」
と
い
う
く
だ
り
に
も
、
彼
の
建
築

哲
学
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
正

4
年

(
1
9
1
5
)
に
明
治
神
宮
造
営
局
に
奉
職

し
た
遠
藤
は
、
大
正
6
年

(
1
9
1
7
)
1
月
8
日
に
ラ
イ

ト
に
出
会
う
。
帝
国
ホ
テ
ル
の
支
配
人
で
あ
っ
た
林
愛

作
を
介
し
て
、
ホ
テ
ル
建
設
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ホ
テ
ル

の
建
設
に
従
事
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

大
正
8
年

(
1
9
1
9
)
に
着
工
し
た
帝
国
ホ
テ
ル
の
工

事
は
、
未
完
成
の
ま
ま
大
正
日
年
(
1
9
2
2
)
夏
に
帰
国
し

た
ラ
イ
ト
の
後
を
受
け
て
、
遠
藤
を
中
心
と
し
た
日
本
人

ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
大
正
ロ
年
(
1
9
2
3
)
8月
末
に
竣
工
。

完
成
披
露
の

9
月
1
日
、
関
東
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
。

『
山
邑
別
邸
』
の
建
築
。

学
生
の
頃
、
遠
藤
は
東
京
帝
国
大
学
基
督
教
青
年
会
館

に
暮
ら
し
、
こ
こ
で
親
友
と
な
る
星
鳥
二
郎
と
出
会
う
。

星
島
は
犬
養
毅
の
秘
書
を
経
て
代
議
士
と
な

っ
た
人
物

で
、
戦
後
は
衆
議
院
議
長
を
務
め
た
。
山
邑
別
邸
(
現
・
ヨ
ド

コ
ウ
迎
賓
館
)
は
「
ラ
イ
ト
の
ス
ケ

ッ
チ
」
に
よ
り
遠
藤
と
可
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み
な
み
ま
ζ
と

遠
藤
の
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
南
信
が
実
施
設
計
し
た

も
の
で
、
星
島
の
夫
人
雛
子
は
、

8
代
目
山
邑
太
左
衛
門
の

長
女
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
計
依
頼
の
道
筋
は
想
像
が
つ

く
。
南
信
が
、
大
正
ロ
年

(
1
9
2
3
)
春
に
住
居
を
東
京

か
ら
芦
屋
に
移
転
し
て
現
場
で
の
仕
事
を

一
手
に
引
き
受

け
、
遠
藤
は
東
京
で
帝
国
ホ
テ
ル
完
成
に
向
け
て
、
そ
し
て

ホ
テ
ル
完
成
後
は
震
災
の
復
旧
の
仕
事
に
力
を
注
い
で
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

山
邑
別
邸
の
棟
札
に
よ
れ
ば
、
上
棟
は
大
正
日
年

(1
9
2
4
)2
月
日
日
で
あ
り
、
竣
工
は
同
年
後
半
と
さ

れ
て
い
る
。
推
測
の
域
は
出
な
い
も
の
の
、
遠
藤
は
帝
国
ホ

テ
ル
の
竣
工
後
、
震
災
の
復
旧
活
動
の
時
期
に
芦
屋
の
現

場
を
訪
れ
、
工
事
の
進
行
状
況
等
を
見
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
と
い
う
の
も
、
岡
山
で

2
つ
の
仕
事
が
進
ん
で
い
た

か
ら
で
あ
る
。一

つ
は
大
正
日
年

(1
9
2
4
)
2
月
9
日

に
竣
工
し
た
住
宅
、
も
う

一
つ
は
同
年
7
月
に
起
工
し
、
翌

年
3
月
に
竣
工
し
た
学
校
建
築
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
岡
山
で

の
作
品
の
設
計
及
び
建
設
は
、
山
邑
別
邸
の
工
事
期
間
と

重
な
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

命
を
削
っ
て
取
り
組
ん
だ
学
校
建
築
。

昭
和

8
年
(1
9
3
3
)

に
旧
満
州
(
中
国
東
北
三

省
)
で
の
活
動
が
は
じ
ま

り
、
遠
藤
は
終
戦
ま
で
新
京

(
長
春
)
の
事
務
所
を
拠
点

に
仕
事
を
し
た
。
そ
こ
で
は

新
京
の
帝
国
ホ
テ
ル
と
も

呼
ば
れ
た
満
州
中
央
銀
行

倶
楽
部

(
1
9
3
5
)を
は
じ
め
、
個
人
住
宅
な
ど
多
数
の

建
築
を
手
が
け
た
。

昭
和
泊
年

(
1
9
4
6
)日
月
に
帰
国
し
た
遠
藤
は
、
心

臓
病
の
た
め
入
退
院
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
戦
後
の
新
制

中
学
校
の
校
舎
の
設
計
に
対
す
る
提
言
を
行
っ
た
。
文
部

省
の
設
計
し
た
設
計
図
の
改
良
案
を
所
員

一
丸
と
な
っ
て

数
十
件
作
成
し
た
と
い
う
。

満
州
で
遠
藤
の
右
腕
と
し
て
働
い
た
山
崎
忠
夫
(
元
満

州
中
央
銀
行
建
築
科
)
は
、
昭
和
路
年

(1
9
5
3
)に
発
行

さ
れ
た
『新
し
い
学
校
建
築
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
懐
し

て
い
る
。

「
教
育
建
築
へ
死
を
か
け
た
人
、
故
遠
藤
新
。
日
本
の
正

し
い
教
育
建
築
に
尽
く
す
こ
と
一一一
十
余
年
。
六
三
制
以
前

は
官
僚
の
圧
迫
の
も
と
に
苦
労
と
忍
耐
を
重
ね
な
が
ら

も
、
少
し
も
そ
の
主
張
を
曲
げ
ず
じ
り
じ
り
と
そ
の
実
現

に
努
力
し
来
っ
た
人
で
あ
る
。」
そ
し
て
、

3
つ
の
中
学
校

の
計
画
を
中
止
す
る
よ
う
に
と
訴
え
る
医
師
や
近
親
者

に
対
し
て
、
「『
教
育
建
築
の
為
に
は
鉛
筆
を
持
た
な
け
れ

ば
私
は
死
ぬ
。
お
前
た
ち
は
私
を
殺
す
の
か
』
と
云
っ
て
、

そ
の
忠
告
を
少
し
も
き
か
な
か
っ
た
。」

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
大
切
な
環
境
で
あ

る
学
校
建
築
の
重
要
性
を
訴
え
続
け
、
環
境
と
し
て
の
建

築
を
考
え
創
作
し
続
け
た
建
築
家
・
遠
藤
新
の
最
後
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。


